
１　事業の概要

２　限度額の積算内訳

　　(1) 目的　県管理公共土木施設の災害復旧工事（国庫負担対象）を実施する。
　　　　効果　公共土木施設の速やかな災害復旧により県民生活の安定化を図られる。
　　(2) 根拠　公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法
　　(3) 事業主体　県負担割合　県333／1000　国667／1000
　　(4) 内容　令和６年台風10号により被災した県管理公共土木施設に係る災害復旧工事を実施する。
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